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全
く
見
え
な
い
。
先
行
き
が

見
え
な
い
こ
と
で
不
安
は

多
く
あ
る
が
、
私
達
は
安
全

安
定
輸
送
に
努
め
、
こ
の
難

局
を
労
使
が
一
体
と
な
り

打
破
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
力
強
く
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
足
利
書
記
長
よ

り
経
過
報
告
及
び
今
後
の

活
動
方
針
に
つ
い
て
一
括

提
案
し
、
質
疑
で
は
、 

 ① A
TS-

PF

区
間
の
故
障
線

区
の
復
旧
期
間 

 ② E
H500

機
関
車
の
秋
田
総

鉄
運
転 

 ③ 

ア
ボ
イ
ダ
ル
コ
ス
ト
ル

ー
ル
の
改
定 

 ④ 

交
運
共
済
に
つ
い
て 

 ⑤ 

衆
議
院
解
散
時
期
、 

 

等
々
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

執
行
部
に
よ
る
一
括
答

弁
が
な
さ
れ
た
後
、
今
後
の

取
り
組
み
を
確
認
し
、
活
動

方
針
が
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
小
笠
原
委
員
長

の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
で
終

了
し
ま
し
た
。 

 

 

秋
本
副
委
員
長
の
開
催

挨
拶
後
、
佐
藤
議
長
を
選
出

し
、
執
行
部
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
小
笠
原
委
員

長
は
、「
コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
、

ダ
ブ
ル
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
中
、
日
々
、
安
全
安

定
輸
送
に
努
め
て
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
る
。
コ
ロ
ナ
に

よ
り
全
国
民
が
負
担
の
あ

る
生
活
を
１
年
以
上
も
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
自
粛

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
相
当

溜
ま
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
ん
で
い
る
が
、
接

種
し
た
か
ら
と
い
っ
て
感

染
予
防
を
疎
か
に
す
る
こ

と
は
命
を
危
険
に
晒
す
行

為
で
あ
る
。
ブ
レ
ー
ク
ス
ル

ー
感
染
の
心
配
も
あ
り
、
家

族
を
守
る
・
職
場
ク
ラ
ス
タ

ー
発
生
防
止
の
た
め
に
も

自
ら
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
引
き
続
き
感
染
予
防
を

徹
底
し
て
頂
き
た
い
。 

 

会
社
の
状
況
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
、
大
変
厳
し

い
舵
取
り
を
強
い
ら
れ
て

い
る
が
、
大
雨
被
害
に
よ
り

山
陽
本
線
が
不
通
と
な
り
、

会
社
の
稼
ぎ
頭
で
あ
る
東

京
タ
～
福
岡
タ
で
運
休
が

相
次
ぎ
、
さ
ら
に
厳
し
い
舵

取
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
山
陽
本
線
は
９
月
上

旬
開
通
見
込
み
で
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
見
通
し
は 

第
３
６
回 

東
北
地
区
本
部
定
期
大
会
開
催 
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８
月
２
６
日
秋
田
市

内
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
を
万
全
に
し
、
秋

田
市
内
在
住
の
組
合
員 

限
定
で
さ
ら
に
人
数
を
絞

り
、
不
参
加
の
代
議
員
か
ら

は
承
認
を
得
て
、
短
い
時
間

で
の
開
催
と
し
ま
し
た
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く
こ
と
と
す
る
。
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小

森
執
行
委
員
よ
り
祝
電
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
披
露
の
あ
と
、
執

行
部
よ
り
２
０
２
０
年
度
経

過
報
告
、
協
約
・
協
定
締
結

承
認
、
２
０
２
１
年
度
運
動

方
針
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

質
疑
に
入
り
ま
し
た
。 

お
も
な
意
見
と
し
て
「
シ

ニ
ア
社
員
に
お
け
る
課
題
」

「
新
人
事
賃
金
制
度
に
つ
い

て
」「
退
職
年
齢
の
延
長
に
つ

い
て
」
「
コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
」

「
出
向
先
の
労
働
条
件
に
つ

い
て
」
な
ど
の
発
言
に
対
し

て
、
吉
永
書
記
長
が
集
約
答

弁
を
お
こ
な
い
２
０
２
１
年

度
運
動
方
針
は
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

役
員
改
選
を
行
い
新
執
行
部

が
確
立
し
、
大
会
宣
言
（
案
）

を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
の

拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 

菊
地
委
員
長 

 

と
働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
作

り
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

政
策
に
つ
い
て
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
時
期
を

見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
中

で
、
中
期
経
営
計
画
の
見
直
し

を
迫
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
は
変
化

が
生
じ
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て

も
生
活
ス
タ
イ
ル
が
元
に
戻

る
か
は
不
透
明
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
を
客
観
的
に
把
握
し
、
課
題

を
洗
い
出
し
、
実
効
的
な
対
応

を
Ｊ
Ｒ
連
合
と
共
に
検
討
し

て
い
く
。
来
年
３
月
末
に
は
、

Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
会
社
の
経
営

を
支
え
る
重
要
な
税
制
特
例

措
置
が
適
用
期
限
切
れ
を
迎

え
る
が
、
予
算
の
確
保
や
税
制

改
正
に
関
す
る
要
望
実
現
に

向
け
て
、
関
係
各
方
面
へ
の
必

要
な
対
応
を
Ｊ
Ｒ
連
合
と
共

に
行
っ
て
い
く
。 

最
後
に
次
期
衆
議
院
解

散
・
総
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
任
期
満
了
と
な
る
本
年

秋
ま
で
に
必
ず
衆
議
院
解

散
・
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。

不
測
の
事
態
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い 

 

８
月
２
１
日(
土)

札
幌
市

内
に
お
い
て
『
第
３
６
回
地
区

本
部
定
期
大
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
吉
永
書
記
長
の
開
会
挨

拶
で
始
ま
り
地
区
本
部
を
代

表
し
て
菊
地
委
員
長
は
、
は
じ

め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
ま
ん
延
し
て
い
る

中
で
奮
闘
し
て
い
る
組
合
員

に
敬
意
を
表
し
、
大
会
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
細

心
の
注
意
を
払
い
規
模
縮

小
・
短
時
間
開
催
で
し
っ
か
り

意
思
統
一
を
図
る
と
し
、
①
貨

物
会
社
の
経
営
状
況
②
安
全

の
確
立
③
組
織
強
化
・
拡
大
④

政
策
課
題
の
４
項
目
に
つ
い

て
、
「
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
営
業
収
益
が

大
幅
に
減
少
し
た
。
貨
物
会
社

の
経
営
状
況
は
、
前
年
度
よ
り

大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
り
ま

し
た
が
、
連
結
・
単
体
と
も
に

経
常
利
益
、
当
期
純
利
益
で
黒

字
を
確
保
し
た
。
し
か
し
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
が
続
く
中
で
、
大
き

な
災
害
が
起
こ
れ
ば
会
社
の

収
益
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
会
社
の
体
力
は
ま
だ
ま
だ

脆
弱
で
あ
り
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ 

ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
２
０
２

３
」
の
目
標
は
、
今
の
状
況
を
考

慮
す
れ
ば
達
成
は
厳
し
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

安
全
の
確
立
は
最
重
要
課
題

だ
が
、
会
社
発
足
以
降
の
重
大
事

故
の
責
任
と
教
訓
を
踏
ま
え
、
悲

劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
決

意
を
固
め
働
く
者
の
安
全
確
保

が
、
ひ
い
て
は
鉄
道
全
体
の
安
全

向
上
に
つ
な
が
る
認
識
に
基
づ

き
、「
安
全
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
安
全
最
優

先
の
職
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
組
織

は
衰
退
の
一
途
を
辿
り
組
織
全

体
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
他

労
組
組
合
員
を
貨
物
鉄
産
労
に

結
集
を
さ
せ
、
民
主
化
闘
争
完
遂

に
向
け
全
組
合
員
が
邁
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

簡
単
で
は
な
い
が
地
区
本
部

を
先
頭
に
全
組
合
員
が
組
織
拡

大
を
意
識
し
て
行
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
人
事
制

度
と
な
り
評
価
制
度
が
導
入
さ

れ
た
が
、
公
正
公
平
な
評
価
が
出

来
て
い
る
の
か
、
注
視
を
し
て
い

く
。
合
わ
せ
て
、
シ
ニ
ア
社
員
と

し
て
の
働
き
方
な
ど
、
し
っ
か
り 

第
３
６
回 北

海
道
地
区
本
部
定
期
大
会
開
催 

 

最
後
に
、
菊
地
委
員
長
に
よ

る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

吉
永
書
記
長   


